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連日の猛暑、台風の接近など大変な状況の中での建設作業

吉村委員長・小林書記長が現場へ激励に（８/11）

　

7
月
の
豪
雨
災
害
で
熊

本
県
人
吉
市
を
中
心
に

5
千
5
百
棟
以
上
の
家
屋

が
床
上
浸
水
し
ま
し
た
。

熊
本
県
は
、
今
回
の
被
災

地
は
狭
小
地
が
多
く
「
大

型
車
両
が
入
れ
な
い
」、

「
仮
設
か
ら
常
設
の
住
宅

へ
転
用
が
可
能
で
あ
る
」

こ
と
な
ど
を
考
慮
し
、
全

木
協
（
全
建
総
連
と
Ｊ
Ｂ

Ｎ
で
構
成
さ
れ
た
組
織
）

へ
仮
設
木
造
住
宅
の
建
設

を
依
頼
し
ま
し
た
。

　

建
設
山
口
は
、
全
建
総

連
か
ら
就
労
者
派
遣
の
依

頼
を
受
け
、
過
去
に
他
県

に
お
け
る
仮
設
木
造
住
宅

建
設
に
携
わ
っ
た
方
々
を

中
心
に
11
支
部
31
人
（
7

月
27
日
～
9
月
末
現
在
）

の
大
工
職
の
方
に
従
事
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
新
型
コ
ロ
ナ

の
感
染
が
広
が
る
中
、
ま

た
、
連
日
35
度
以
上
の
猛

暑
が
続
き
、
従
事
者
に
も

熱
中
症
の
よ
う
な
症
状
が

何
人
も
出
る
中
、
更
に
は

台
風
10
号
の
影
響
を
受
け

る
中
に
お
い
て
「
く
ま
も

と
の
力
」
を
合
言
葉
に
全

国
の
仲
間
と
支
援
に
あ
た

り
ま
し
た
。

　

従
事
さ
れ
た
方
の
中
に

は
、豊
浦
支
部
の
𦿷
祐
輔
・

涼
輔
さ
ん
親
子
、
長
門
支

部
の
村
田
保
・
淳
さ
ん
親

子
、
山
口
支
部
の
山
根
良

人
・
徹
・
歩
さ
ん
の
3
組

の
親
子
の
姿
も
あ
り
ま
し

た
。
中
で
も
山
根
さ
ん
親

子
は
、
幹
事
工
務
店
の
現

場
監
督
か
ら
、「
た
だ
で

さ
え
親
子
で
大
工
が
珍
し

い
時
代
。
一
人
は
娘
さ
ん

で
仮
設
住
宅
の
現
場
に
親

子
3
人
一
緒
と
い
う
の
は

過
去
に
例
が
な
い
の
で

は
」
と
言
わ
れ
、
全
建
総

連
の
中
で
も
大
き
く
取
り

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
全
木
協
受
注
の

仮
設
木
造
住
宅
は
、
4
年

前
の
熊
本
地
震
の
時
の
発

注
戸
数
を
超
え
、
16
団
地

５
７
１
戸
（
9
月
7
日
現

在
）
と
な
っ
て
お
り
、
10

月
以
降
も
全
国
の
仲
間
の

力
に
よ
り
建
設
が
進
め
ら

れ
ま
す
。

■
増
改
築
相
談
員
新
規

　
及
び
更
新
研
修
会

○
新
規
研
修
会

【
開
催
日
】

　
11
月
９
日
㈪
〜
11
月

10
日
㈫

○
更
新
研
修
会

【
開
催
日
】

　
11
月
10
日
㈫

【
場
所
】
建
設
山
口
会
館

【
受
講
料
】
新
規
・
２
万

５
０
０
０
円
・
更
新
・

１
万
６
５
０
０
円
（
詳

細
は
支
部
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）

建
設
山
口
か
ら
31
人
が
従
事

7月豪雨災害

熊
本
で
仮
設
木
造
住
宅
を
建
設

16
団
地
５
７
１
戸

『
く
ま
も
と
の
力
』
合
言
葉
に

● 建設業関連の検定実施職種
  建築大工・かわらぶき・型枠施工

鉄筋施工・防水施工・配管など

● 受検案内（受検申請書）は、お入りの
支部、市町役場労働担当課、職業
安定所等にあります。

● 建築大工、型枠施工については、組
合で事前講習を予定しています。

働く人々の技能を証明する国家検定試験です。
高度な技能を国や県が公に認めたことが証明さ
れます。

 ● 詳細については、お入りの支部または建設
　山口本部か実施団体である山口県職業能力開

発協会にお問い合わせください。
 ● 受検資格等は、下記のホームページでも確認

できます。
　URL http://y-syokunou.com/
　　　 （山口県職業能力開発協会の HP）

●受検申込期間
　10月５日㈪
　　〜10月16日㈮まで

お知らせ
国家試験 令和２年度（後期）

技能検定試験

35歳未満の実技試験（2級・3級）の受検手数料が減免されます

建設業関連の実技試験

18,200円 ⇒ 9,200円
例

※学科試験受検の場合は、別途学科試験受検料が必要

　建退共とは、建設業で働く人たちのために国によって設立された
退職金制度です。
　この制度は、事業所ごとではなく、建設産業全てが制度の対象と
なっており、労働者が働いた日数に応じて事業主が共済手帳に証紙
を貼付することをもって掛金を積み立てていき、その枚数を元にし
て労働者が受け取る退職金の額が決まる仕組みとなっています。

　一人親方の皆さんも「任意組合」に加入することにより共済手帳
の交付を受けることができます。
　建設山口では、一人親方の「任意組合」を作っており、一人親方
の建退共の取扱いを行うことができます。
　詳細につきましては、本部またはお入りの支部までお問い合わせ
ください。

建 退 共
制度のご案内
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
の
状

況
を
受
け
、毎
年
、東
京
・

日
比
谷
公
園
で
実
施
さ
れ

て
い
た
夏
の
全
建
総
連
の

「
予
算
要
求
・
中
央
総
決

起
大
会
」
は
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

　

組
合
員
や
家
族
の
皆
さ

ん
に
毎
年
お
願
い
し
て
い

ま
す
「
国
庫
補
助
金
獲
得

の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
」
は
、

中
建
国
保
の
安
定
運
営
に

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
で
、
全
建
総
連
傘
下

の
組
合
が
一
斉
に
取
り
組

む
大
切
な
運
動
で
す
。

　

こ
の
運
動
は
１
9
７
0

年
8
月
建
設
国
保
を
設
立

し
た
翌
月
か
ら
の
歴
史
的

運
動
で
、
当
時
脆
弱
な
国

保
組
合
の
補
助
金
を
１
億

円
か
ら
9
億
円
に
増
額
、

そ
れ
以
降
も
前
年
を
上
回

る
補
助
金
を
確
保
し
、

１
9
７
8
年
に
は
法
律
で

　

例
年
、
決
起
大
会
時
に
、

建
設
山
口
か
ら
代
表
が
参

加
し
、
地
元
選
出
の
国
会

議
員
事
務
所
へ
の
「
国
保

組
合
予
算
確
保
に
向
け
た

要
請
行
動
」
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
が
、
決
起
大

会
自
体
が
中
止
と
な
っ
た

定
め
ら
れ
た
一
定
の
補
助

制
度
を
創
設
さ
せ
、
現
在

の
補
助
制
度
の
基
礎
を
築

く
、
大
切
な
運
動
と
し
て

こ
と
か
ら
、
地
元
事
務
所

へ
の
要
請
に
切
り
替
え
ま

し
た
。

　

夏
の
取
り
組
み
は
、
概

算
要
求
時
段
階
で
し
っ
か

り
と
増
額
を
確
保
さ
せ
る

た
め
に
極
め
て
重
要
な
取

り
組
み
で
す
。

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
国
保
組
合
の

補
助
金
は
法
律
に
基
づ
い

た
も
の
で
す
が
、
そ
の
位

　

要
請
に
あ
た
り
、「
直

接
、
議
員
本
人
に
面
会
し
、

私
た
ち
の
要
求
を
伝
え

る
」
こ
と
を
基
本
に
本
部

四
役
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、高
村
正
大
・

衆
議
院
議
員
（
７
月
18

日
）、
河
村
建
夫
・
衆
議

置
づ
け
は
「
補
助
す
る
こ

と
が
で
き
る
」
規
定
で
す

が
、
市
町
村
国
保
は
「
負

担
す
る
」
規
定
と
な
っ
て

み
な
さ
ん
の
手
書
き
ハ
ガ

キ
要
請
は
、
予
算
を
所
轄

す
る
厚
労
省
保
険
局
国
保

課
長
も
「
ハ
ガ
キ
は
（
財

は
夏
と
秋
の
2
回
、
毎
年

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
夏

も
組
織
人
員
の
2
倍
を
目

標
に
取
り
組
み
、
全
支
部

で
目
標
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
組
合
員
の
皆
さ

ん
に
秋
の
ハ
ガ
キ
要
請
行

動
を
お
願
い
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
今
回
は
厚
生

労
働
省
4
人
、
財
務
省
4

人
の
計
8
人
へ
の
ハ
ガ
キ

要
請
行
動
と
な
り
ま
す
。

　

夏
の
要
請
行
動
に
引
き

続
き
、
こ
の
秋
の
要
請
行

動
へ
の
皆
さ
ん
の
御
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

院
議
員
（
７
月
25
日
）、
桝

屋
敬
悟
・
衆
議
院
議
員

（
７
月
27
日
）、
江
島
潔
・

参
議
院
議
員
（
７
月
27

日
）
に
直
接
面
会
し
、「
建

設
国
保
の
育
成
強
化
・
予

算
確
保
」
を
要
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
程
等
が
合
わ

ず
面
会
で
き
な
か
っ
た
議

員
に
も
、
秘
書
の
方
に
要

請
書
を
手
渡
し
す
る
な
ど
、

現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
も
、
例
年
に
負
け
な
い

要
請
行
動
の
成
果
と
な
り

ま
し
た
。

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
組
合
員
が

声
を
上
げ
て
要
請
す
る
こ

と
が
大
切
と
な
り
ま
す
。

務
省
と
の
折
衝
に
）
あ
り

が
た
い
」
と
述
べ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動

　

建
設
山
口
が
山
口
県
の

認
可
を
受
け
て
運
営
し
て

い
る
山
口
建
設
高
等
職
業

訓
練
校
で
は
「
木
造
建
築

科
」
の
令
和
3
年
度
の
訓

練
生
を
募
集
し
ま
す
。
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

詳
細
は
所
属
の
支
部
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
対
象
／
建
設
（
大

工
）
を
職
業
と
し
て
い
る

方
で
技
能
習
得
に
意
欲
の

あ
る
方
。
男
女
は
問
い
ま

せ
ん
。
原
則
と
し
て
、
雇

用
保
険
被
保
険
者
ま
た
は

本
人
が
「
一
人
親
方
等
の

特
別
加
入
」
の
労
災
保
険

加
入
者
。
そ
の
他
の
方
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
訓
練
期
間
／
2
年
間

■
訓
練
日
程
／
月
4
～
５

回
（
週
一
回
）

■
特
典
／
2
年
間
の
訓
練

を
終
了
し
、
技

能
照
査
に
合
格

し
た
者
は
2
級

技
能
検
定
（
建

築
大
工
）
の
学

科
試
験
免
除
。

授
業
料
、
教
科

書
、
教
材
無
料
。

組
合
員
の
方
は

交
通
費
の
一
部
、

昼
食
支
給
。

コロナ禍に負けないコロナ禍に負けない
　私たちの要求を伝える　私たちの要求を伝える
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建
設
国
保
の
育
成
強
化
を

　
　
地
元
国
会
議
員
に
要
請

◀
河
村
議
員
（
左
中
）

◀
高
村
議
員
（
左
）

◀
江
島
議
員
（
左
）

◀
桝
屋
議
員
（
中
）

全国規模の会議は全国規模の会議は
　オンラインで参加　オンラインで参加

　

現
在
、
全
建
総
連
で

は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
影
響
で
全
国
か
ら
中

央
執
行
委
員
等
の
参
加

者
を
東
京
に
集
め
て
会

議
を
行
う
こ
と
が
難
し

く
、
様
々
な
会
議
を
Ｗ

ｅ
ｂ
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
会
議
に

参
加
す
る
た
め
、

建
設
山
口
で
も

通
信
環
境
を
整

え
ま
し
た
。

　

一
刻
も
早
い

新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
終
息
を

願
い
ま
す
が
、

今
後
も
こ
の
よ

う
な
形
の
会
議

へ
の
参
加
が
続

き
ま
す
。

会議前に資料をチェックする吉村委員長
工作実習の様子

手書きハガキを読む厚労省の職員

令和３年度

訓
練
生
を
募
集

山
口
建
設
高
等
職
業
訓
練
校

ハガキ要請ハガキ要請

全
国
で
取
り
組
む

大
切
な
運
動

　保険料は、皆さんが病気や
けがをしたときの医療費や、
償還金・傷病手当金・出産育
児一時金など様々な保険給付
の費用にあてる大切な財源で
す。保険料はみんなで負担す

るものですから、保険料の納
入が遅れる方がいると、中建
国保の財政運営に大きく影響
します。
　また、保険料を滞納される
と、通例定める期日（有効期

限）よりも、前の期日までの
被保険者証（短期被保険者証）
が交付されることがあります。
　保険料はきちんと、決めら
れた日までに納めるようお願
いします。

保険料は
決められた日までに
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登
山
靴

33

久光　義秋（光・大工 71）

高千穂峰高千穂峰 1,574m 1,574m
（宮崎県都城市）（宮崎県都城市）

支　部 令和 2 年 8 月末
建設山口組合員数

4月から
の増減数

阿　東 69 1
岩　国 1,809 22
宇　部 1,685 28
小野田 584 7
吉　南 1,045 19
下　松 1,335 55
熊毛南 247 － 4
下　関 1,162 － 2
徳　山 749 0
豊　浦 178 3
長　門 173 － 4
萩 186 － 3
光 261 11
防　府 976 － 8
美　祢 168 0
山　口 1,183 22
柳　井 459 12

計 12,269 人 159

こ
の
地
に
降
り
立
っ
た

と
言
う
伝
説
の
山
、
山

頂
に
天
の
逆
鉾
が
立
つ

有
名
な
峰
で
あ
る
。
山

の
姿
も
美
し
く
麗
峰
と

し
て
人
気
が
高
く
登
山

者
が
多
い
。

　

霧
島
神
社
か
ら
二
ツ

石
経
由
の
登
山
路
も
あ

る
が
、
今
回
は
高
千
穂

河
原
の
一
般
的
な
コ
ー

ス
か
ら
山
頂
を
目
指
す
。

　

鳥
居
を
く
ぐ
り
古
宮

址
の
前
か
ら
赤
ガ
レ
の

坂
道
へ
向
か
い
、
潅
木

　
"
天
孫
降
臨
の
地
"
古

く
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が

帯
を
抜
け
る
と
視
界
が

開
け
急
坂
と
な
る
。

　

こ
の
辺
り
は
道
幅
の

狭
い
岩
稜
な
の
で
強
風

時
は
風
で
バ
ラ
ン
ス
を

崩
す
と
滑
落
事
故
と
な

り
要
注
意
の
心
構
え
で

慎
重
に
歩
き
た
い
。
急

坂
が
な
だ
ら
か
に
な
る

と
御
鉢
火
口
縁
に
登
り

つ
く
。
火
口
を
覗
く
と

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
の
木

が
目
立
つ
。

　

火
口
縁
の
緩
や
か
な

登
山
路
を
20
分
歩
く
と

馬
の
背
越
だ
。
こ
こ
も

左
は
火
口
、
右
は
落
ち

込
ん
だ
急
斜
面
で
狭
い

所
。
風
で
煽
ら
れ
な
い

よ
う
三
点
保
持
で
進
も

う
。

　

馬
の
背
越
か
ら
少
し

下
り
、
最
後
の
火
山
礫

が
降
り
積
も
っ
た
歩
き

に
く
い
登
り
だ
。

　

こ
の
辺
り
は
広
い
道

な
の
で
霧
が
濃
い
日
は

迷
い
易
い
の
で
、
目
印

を
確
認
し
な
が
ら
山
頂

を
目
指
そ
う
。
20
分
程

度
で
頂
上
に
着
く
。

3
6
0
度
の
展
望
を

堪
能
す
る
。
錦
江
湾
に

煙
を
上
げ
る
桜
島
、
北

の
九
州
山
地
や
韓
国
岳
。

遮
る
も
の
が
な
い
展
望

は
圧
巻
で
あ
る
。

　

天
の
逆
鉾
を
写
真
に

収
め
、下
山
も
同
じ
ル
ー

ト
を
下
る
が
、
ガ
ス
や

強
風
時
は
慌
て
ず
一
歩

ず
つ
確
実
に
踏
み
し
め

な
が
ら
下
山
し
ま
し
ょ

う
。 夏

を
乗
り
越
え
よ
う

下
関　

下
田　

雅
美

（
主　

婦
）

　

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
を
防

ぐ
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
り
、

熱
中
症
に
気
を
付
け
て
、

夏
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

我
が
家
は
家
庭
菜
園

下
松　

若
狭　

千
賀
子

（
主　

婦
）

　

最
近
野
菜
が
高
い
で
す

ね
。

　

我
が
家
は
主
人
が
作
る

ト
マ
ト
・
ナ
ス
・
キ
ュ
ウ

リ
が
食
べ
き
れ
な
い
ほ
ど

で
す
。
食
卓
に
毎
日
出
て

き
ま
す
。
こ
の
時
期
、
と

て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。

屋
根
の
上
は
影
が
な
く

水
分
を
何
リ
ッ
ト
ル
も

吉
南　

村
田　

亮

（
瓦　

工
）

　

猛
暑
続
き
で
毎
日
午
前

中
に
は
汗
び
っ
し
ょ
り
に

な
り
ま
す
。

　

屋
根
の
上
は
影
が
な
く
、

直
射
日
光
で
熱
中
症
に
な

り
か
け
ま
す
。

　

水
分
を
１
日
何
リ
ッ
ト

ル
も
摂
っ
て
い
ま
す
。

若
い
方
が
増
え
る

す
ば
ら
し
い
こ
と

吉
南　
　

上
田　

浩

（
左　

官
）

　

大
変
な
職
業
で
す
が
、

新
し
い
若
い
方
が
増
え
て

す
ば
ら
し
い
事
で
す
。

　
「
物
を
作
る
」
こ
と
こ

そ
最
も
大
切
で
あ
る
か
ら

で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に

よ
り
仕
事
や
組
合
運
動
へ

大
き
な
影
響
が
出
て
い
る

中
、
建
設
山
口
の
組
合
員

数
は
8
月
末
現
在
１
万

2
2
6
9
人
と
な
り
ま
し

た
。
年
度
初
め
の
4
月
か

ら
み
る
と
加
入
者
５
6
１

人
、
脱
退
者
が
4
0
2
人

で
１
５
9
人
の
増
加
と
な

り
、
8
年
連
続
の
増
員
達

成
へ
大
き
く
前
進
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
も
組
合
員
の
み
な

さ
ん
の
常
日
頃
か
ら
の
未

加
入
者
の
方
へ
の
声
か
け

等
の
御
協
力
の
お
か
げ
で

す
。

　

私
た
ち
組
合
の
切
実
な

諸
要
求
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
各
種
の
運
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、
組
織

人
数
が
大
き
く
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
、
そ
の
声
は
大
き

な
力
と
な
り
ま
す
。
つ
ま

り
「
数
の
力
」
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

建
設
山
口
で
は
、
全
建

総
連
の
組
織
拡
大
月
間
に

合
わ
せ
て
9
月
か
ら
11
月

を
「
秋
の
拡
大
月
間
」
と

し
て
い
ま
す
。

　

組
合
に
未
加
入
の
方
が

お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
組
合

へ
の
加
入
を
勧
め
て
み
て

く
だ
さ
い
。
組
合
の
魅
力

を
一
人
で
も
多
く
の
方
へ

伝
え
て
仲
間
に
迎
え
入
れ

ま
し
ょ
う
。

１
人
１
人
が
組
合
員
で

あ
る
と
い
う
誇
り
と
自
覚

を
持
ち
、「
組
合
員
、
１

人
が
１
人
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
大
き
な
組
織
に
し
て

い
く
た
め
共
に
が
ん
ば
り

ま
し
ょ
う
。

御鉢火口縁～馬の背越への登路

光支部

様
々
な
対
策
を
し
て

様
々
な
対
策
を
し
て

　
コ
ロ
ナ
禍
の
組
合
活
動

　
コ
ロ
ナ
禍
の
組
合
活
動

参加者の検温を実施

換気・マスク着用の対応も

熱のこもった練習

　【
光
・
近
崎
秀
幸
（
大

工
・
59
）】
今
年
3
月
頃

か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
組
合

で
の
行
事
も
縮
小
や
中
止

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、
光
支
部
で
は
い
ろ

い
ろ
な
工
夫
を
し
て
行
事

を
行
い
ま
し
た
。

6
月
21
日
（
日
）

　

光
支
部
定
期
大
会
。
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
開

催
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
し

た
が
会
場
も
確
保
で
き
た

こ
と
も
あ
り
、
予
定
通
り

開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
換
気
、
参
加
者
の

検
温
、
マ
ス
ク
の
着
用
、

消
毒
液
の
準
備
な
ど
の
対

策
を
と
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
の
協

力
も
あ
り
、
無
事
終
了
。

コ
ロ
ナ
騒
動
が
早
く
収
束

す
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り

で
す
。

７
月
５
日
（
日
）

　

支
部
事
務
所
に
お
い
て
、

今
年
度
技
能
競
技
大
会
参

加
予
定
者
の
練
習
。
今
年

こ
そ
は
、
と
の
意
気
込
み

で
す
。
こ
の
練
習
で
も
参

加
者
同
士
の
距
離
を
と
る

な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を

と
り
ま
し
た
。

　

練
習
作
品
も
完
成
し
本

番
へ
と
い
う
こ
と
で
し
た

が
、
今
回
は
仕
事
の
都
合

と
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

不
参
加
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
（
後
に
県
大
会
も

全
国
大
会
も
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
中
止
）。
来
年
、

ま
た
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

ヒヤリ・ハット事例
小型チェーンソーで小丸太切断中、首に巻いたタオルが巻き込まれそ
うになった

 業　種 
木材木製品製造業

 作業の種類 
木材切断

 ヒヤリ・ハットの状況 
工場構内で不要材を小型チェーン
ソーで引き割を担当。炎天下で汗
を拭くため首に巻いていたタオル
がたれ下がりチェーンソーに巻き
込まれそうになった。

 原　因 
・首や腰の手拭は不安全行動（服装）。
・作業心得の不徹底。

 対　策 
・服装も含めて作業心得を明確にしてその徹底をはかる。

秋
の
拡
大
月
間
中

未
加
入
者
へ
声
か
け
を

未
加
入
者
へ
声
か
け
を
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長門　藤田　裕政
（大工・60）

に
し
き
鯉

藤田さん

　私の趣味は「テレビに出
ること」ですが、今回の投稿
は、最近ハマっている「にし
き鯉」について書いてみたいと思
います。
　コロナ禍の中、６月あたりでした
か、作業場・倉庫の片づけをきっかけに
して、自宅のベランダの改装、裏の畑の
整備、中庭の剪定等に汗を流していたと
ころ、表庭にあるグリ石でつぶされてい
る泉水の復活を思い立ち、思い切って
チャレンジしてみたんですね。
　以前から気にはなっていたのですが、
25年ぶりにしては排水の設備関係も問題
なく、ポンプによる地下水の注入は既存
の庭滝を通し、機能していなかった庭の
照明も新しくし、石灯籠の火袋にも電球
を入れてみました。

　また、今回は新たにネット
で勉強して、アオコの抑制に
は、ろ過ポンプの設置と併せて
バイオ製剤の投入と完璧にしたつ

もりです。
　２坪ばかりの小さなひょうたん池です
が、そこには板石橋がかかり、２か所よ
り底水を排出する仕掛けなど、設備ばか
りはすごいのです。
　あとは主役の「にしき鯉」です。日本
庭園には泉水があって、そこにはやっぱ
り「にしき鯉」を泳がせたいものです。
　紙面の都合上、自慢の庭と鯉群を写真
でお見せできないのが誠に残念ですが、
これを毎日暇さえあればじっと１時間も
眺めているものですから、家内からは、
「おとうさん、大丈夫？」と言われてい
る今日この頃です。

やま
ぐち

10人にクオカード

〈
解
き
方
〉
カ
ギ
を
ヒ
ン

ト
に
□
を
う
め
、
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ
の
順
に
並
べ
変
え
て

く
だ
さ
い
。

―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―

①
サ
ツ
マ
○
○
。
サ
ト
○

○
。
ジ
ャ
ガ
○
○
。

②
エ
ジ
プ
ト
の
首
都
は
？

⑤
こ
と
わ
ざ
。
袖
ふ
り
合

う
も
多
生
の
○
○
。

⑥
ど
ん
ど
ん
上
が
る
。
○

○
○
登
り
。

⑧
水
な
ど
を
こ
し
て
不
純

物
を
取
り
去
る
こ
と
。

○
○
装
置
。

⑨
パ
ソ
コ
ン
用
語
で
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
中
の
誤
り
の

こ
と
。

⑩
車
両
や
機
械
の
数
え
方

は
１
○
○
、
2
○
○
。

⑪
数
は
力
な
り
。
組
合
発

展
の
た
め
○
○
○
拡
大

に
御
協
力
く
だ
さ
い
。

⑬
後
悔
。
何
事
に
も
○
○

を
残
さ
な
い
よ
う
に
。

⑮
一
尺
の
十
分
の
一
。

⑯
火
が
と
お
っ
て
い
な
い

こ
と
。
○
○
野
菜
。

⑰
絵
・
図
解
・
さ
し
絵
。

⑲
音
読
み
↑
↓
○
○
読
み
。

㉑
プ
ロ
レ
ス
。
昔
、
大
人

気
だ
っ
た
虎
は
？

―
タ
テ
の
カ
ギ
―

①
野
球
。
日
米
通
算
安
打

4
3
6
７
本
。

②
売
り
切
れ
で
す
。

③
溶
け
や
す
く
、
燃
え
や

す
い
。
○
○
そ
く
。

④
キ
ー
マ
ン
。
彼
が
○
○

を
握
っ
て
い
る
。

⑦
自
己
陶
酔
型
の
人
。

⑩
小
↑
↓
○
○
。

⑫
木
曜
日
の
次
は
○
○
曜

日
で
す
。

⑬
近
年
よ
く
出
る
の
で
、

山
歩
き
に
は
注
意
。

⑭
表
↑
↓
○
○
。

⑯
慣
用
句
、「
秋
○
○
は

嫁
に
食
わ
す
な
」。

⑰
原
因
が
あ
れ
ば
結
果
が

あ
る
。
○
○
○
関
係
。

⑱
夜
更
か
し
。
次
の
日
は

○
○
○
に
襲
わ
れ
る
。

⑲
地
面
の
中
に
打
ち
込
む

柱
の
よ
う
な
木
材
。

⑳
36
に
な
り
ま
す
。

◆
◆
◆　

◆
◆
◆

　

答
え
を
ハ
ガ
キ
に
書
い

て
10
月
20
日
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
「
や
ま
ぐ

ち
パ
ズ
ル
係
」
に
送
っ
て

く
だ
さ
い
。
10
人
の
方
に

ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ

ま
す
。

　

解
答
の
ハ
ガ
キ
に
は
、

住
所
、
氏
名
、
職
種
、
支

部
名
、
年
齢
の
ほ
か
、
あ

な
た
の
仕
事
や
生
活
の
こ

と
な
ど
短
い
文
章
を
書
き

添
え
て
く
だ
さ
い
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

◇
298
号
解
答
◇

　

モ
ウ
シ
ョ
ビ

︿
当
選
者
﹀【
宇
部
︼
津
田

守
正
・
土
井
山
悠
治
【
吉

南
︼
西
村
陽
・
米
倉
秀
章

【
下
松
︼小
野
典
子【
防
府
︼

大
門
美
代
子
・
中
村
廣
昭

【
山
口
︼
原
田
美
恵
・
古

田
映
子
・
山
中
貴
久
子

（
応
募
総
数
37
）

鯛のお造り

オシャレな外観

D C

A

B

E

1

8

16

13

21

2

9

17

14

3

6

11

18

7

15

4

12

20

5

10

19

　【
柳
井
・
佐
々

木
浩
之（
土
工・

46
）】
今
回
紹

介
す
る
お
店
は
、

和
風
創
作
ダ
イ

ニ
ン
グ
Ｃ
Ｅ
Ｒ

Ｅ
Ｚ
Ｏ
（
セ

レ
ッ
ソ
）
で
す
。

　

機
関
紙
や
ま

ぐ
ち
に
紹
介
記

事
を
掲
載
さ
せ

て
ほ
し
い
と
い
う
話
を
お

店
に
も
っ
て
い
く
と
、
快

く
受
け
て
い
た
だ
い
て
、

紹
介
文
書
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
"
主
に
創
作
料
理
を
中
心

に
コ
ー
ス
料
理
を
提
供
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
今
は
コ
ロ
ナ
禍
も
あ

り
、
団
体
で
の
ご
利
用
は

難
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま　愛車、愛妻、愛娘、愛犬・・・。人それ

ぞれに「愛○」の○には色々なことが考え
られると思います。組合員の皆さん、「愛○」
の○を入れてください。
　そして、それにまつわるエピソードと写
真を建設山口教宣部まで送付してください。
投稿をお待ちしています。

　あわせて、「お気に入りの場所」の原稿
も募集します。ご自分のお気に入りの場所
で、皆さんにもおすすめの場所についてお
書きください。こちらの記事にも写真を添
えて、建設山口教宣部までお送りください。
掲載者にはクオカードをお送りいたします。
　よろしくお願いします。

 「愛○」「お気に入りの場所」の
原稿募集中

 「愛○」「お気に入りの場所」の

す
が
、
20
名
様
ま
で
お
席

の
ご
用
意
が
可
能
で
す
。

ご
要
望
に
も
柔
軟
に
対
応

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

是
非
、
柳
井
に
お
越
し

の
際
は
「
和
風
創
作
ダ
イ

ニ
ン
グ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
Ｚ
Ｏ
」

を
ご
利
用
い
た
だ
け
た
ら

幸
い
で
す
。

　
組
合
の
方
な
ら
、
声
を
掛

け
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
些
細

で
は
あ
り
ま
す
が
サ
ー
ビ

ス
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。"

　

み
な
さ
ん
、
柳
井
に
お

越
し
の
際
に
は
是
非
立
ち

寄
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

創
作
料
理
を
中
心
に

コ
ー
ス
料
理
を
提
供

和風創作ダイニング
CEREZO
セレッソ

営業時間：月～土 昼 11:30 ～ 14:00
　　　　　　　　 夜 18:00～ 22:00

作・斉藤達夫

秋の風景

あ
ー
あ

 

・  

・  

・

リ
ア
ル
に

出
か
け
た
い
も
ん
じ
ゃ

ビ
デ
オ

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

「
四
季
の
風
景
」

見
て
た
の
ね

冬
景
色
も

お
つ
な
も
の

雪
見
酒
で

キ
ュ
ー
っ
と

え
ー
っ

ま
だ
10
月
に

な
っ
た
ば
か
り
だ
よ

さ
わ
や
か
な

空
の
下
で
の

行
楽
弁
当

さ
ぞ
旨
か
ろ
う

天
高
く
馬
肥
ゆ
る

食
欲
の
秋

な
ん
て
ね

や
っ
ぱ
り

秋
は

紅
葉
じ
ゃ
な

色
あ
ざ
や
か
に

え
っ

紅
葉
？

ち
ょ
っ
と

早
過
ぎ
や
し
な
い


